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気球CO2ゾンデによる首都圏CO2排出量の測定：2011年1月の3地点同時観測キャ
ンペーンの結果
Evaluation of CO2 emission from the Tokyo metropolitan area based on balloon born
measurements: Simultaneous observation
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産業活動の拡大による化石燃料消費の増大の結果、二酸化炭素 (CO2)の大気への放出量は急激に増加しており、大気
中 CO2濃度の増加を引き起こしている。CO2の放出源の中でも、人間活動による都市域からの CO2の排出は、CO2の
収支を評価するうえで重要なファクターの 1つである。その推定は主に化石燃料消費や交通量などからにもとづいてな
されているが、より正確な CO2排出の見積りのためには、CO2濃度や鉛直分布の詳細な測定が重要である。
　そこで本研究では、首都圏からの CO2排出量を推定するために、独自に開発した気球搭載 CO2計測器（CO2ゾン

デ）を 3地点で同時に放球し、CO2鉛直分布を測定した。放球は、2011年 1月 7日 13：00-14:00に、群馬県伊勢崎市、
千葉県市原市、千葉県長生郡白子町の 3地点で行った。観測時には北西の季節風が卓越しており、これらの 3地点はそ
れぞれ首都圏の工業地域の風上、近傍、風下に位置していた。CO2計測センサは、4.3μmにおける非分散赤外吸収分
光法に基づいており、混合比が既知の 2種類の参照ガスと外気の光吸収を、順番に測定することで、CO2混合比の鉛直
分布を得る。また、CO2センサからの出力は、GPSレーウィンゾンデを介して、外気温、相対湿度、位置の情報と共に
地上に送信した。
　 3地点での CO2鉛直分布の観測の結果、上部対流圏においては、3地点の CO2混合比の鉛直分布が概ね一致した。

一方、高度 1km以下においては、千葉県市原市での CO2混合比の計測結果が、他の 2地点に比べて 2-7ppmv程度高い
傾向が見られた。今後、得られた CO2の鉛直分布データを CO2輸送モデルに適用し、首都圏からの CO2排出量の推定
を行う予定である。また、GOSAT搭載フーリエ変換分光計やファイバーエタロン分光計（地球研）による CO2のカラ
ム濃度の測定結果との比較を行う予定である。
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